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古文書の AMS14C 年代測定

「木食応其の 書状の 写 し」 につ い て の 測定結果 一
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　我 々 は これまで
， 書跡 史学の 見地か ら年代を求めた古文書 の

1
℃ 年代測定を行 っ て きた （小 田 ・ 増田

ほ か
，
2000 ；小 田 ・増田 ，

2001 ；小 田 ・増田 ， 2002 ；Oda，　 Masuda　et　al ．，20G3）。こ うした研究に よ

っ て ， 稲紙は
“

old 　 wood 　 effect
”

に よ る誤差 （ずれ）が 小 さく，測定に よっ て得 られ る 自然科学的な

年代が ， そ の 文書の 書かれた歴史学的な年代 と大きく異 なるもの で は ない こ とが明 らか に され た 、ま た ，

こ うした研 究成果の 上 に立ち，年代未詳の 試料に つ い て も
14C

年代測定 を行 っ て きた．本報は ，　 「木食

応其の 書状の 写 し」 に つ い て得 られ た
1
℃ 年代を報告す る もの である．

　測定に供 した 資料は，木食応其 （興山上人 ，
1537〜 1608年）の 署名 ・ 花押をもつ 古文書で ある．差出

人は木食応其で あ り，治部卿法眼 （醍醐寺の 坊官 ， 治部卿法印長盛）に宛てた書状で ， 七月十三 日の 目

付 を有 して い る．以下 に翻字 したもの を記す．

　　　以上

如来 大仏へ 御

遷座弥十八 日に て 候

大仏 へ 本尊入 仏候 て

其ま y 理趣三昧

成共 そ つ とみ しか き

事可然候天 台ハ 又

其方之勤行 ある

へ く候い そき候而

書中慮外 二 候

恐 々 謹言

　　　木食

　七月 十三 日応其 （花押）

　治部卿法眼
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　さて ， 七月十三 目の 日付を有す る木食応其の 書状に は も う一通があ り， 受信人 も同 じく治部卿法眼で

ある．そ の 内容は以 下の とお りで ある．

　　猶 々 上 の た い こ へ も

　　懇＝ 可被仰遣候

　　以上

如来之御迎十

八 日二 相定候然は

馬上之衆い くた りと

あ る事人数書

可給之由徳善院よ り

承候間
一

人もちかひ 候

ハ ぬや う二 しるし

可給候又 か らか さ

十六 日我等所まで

取 二 可給候恐 々 謹言

　　　　　　木食

　七 月十三 日応其 （花押）

　治部卿 法眼

　すなわ ち， 差出人 ・受取人 ・
日付が 同 じ二 通 の 書状で あ る．慶長元年 （1596 年）閏七月 に京都 を襲っ

た 地震は ， 豊臣秀吉が方広寺に造営した大仏を瓦解させ た．そ の 後 ， 秀吉は武 田信玄によ っ て 甲府の 善

光寺に移 され て い た
一

尺 五 寸 の 如来 を ， 大仏に代わ っ て方広寺に迎え よ うとする．こ の 際の
， 如来遷座

の 奉行 を務めた の が木食応其で ある （『義演准后 日記』慶長二 年七 月 七 日 〜 十 八 日条）．先 の 二 通 の 書

状は ， ともに こ の 時の 如来の 迎え に際して の もの で ある．

　 しか しなが ら ，
これ らの 両文 書は ， 差出人 ・受取人 ・E付が 同 じなが らも ， 異なる書風 をもっ て い る

の である．木 食応其の よ うな高位の 人物 の書状の 場合 ， 右筆で ある こ とも考え られ るが
， そ の 書風か ら

判断する と，後者の 史料が 自筆で あ り，前者は 他の 人物の 手に なるもの ，しか も右筆書きで は な く写 し

で あ る と考え られる （増閏，2003）．さ ら に ，その 書風や料紙 に もとづ き，それ ほ ど時代の 下る もの で

は なく ， ほ ぼ岡時期の 写 しで あ る こ とが推定 され る．こ の 点を明らか にすべ く，こ の 「木食応其の 書状

の 写 し」 に つ い て
14C

年代測定を行 っ た．表 1 に その結果 を示 した．
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表 1 ．　 「木食応其の 書状 の 写 し」 の AMSl4C 年代

測定回数　
14C

年代 ［BP］
123456 344± 33

346± 31
363± 33
312± 37
377± 33
378± 30

　較正年代 ［cal 　 AD］
1482（1517）1530， 1546（1596， 1619）正635
1482（1517）1528，1550（1597，1618）1633
1472（1489）1522，1569（1604，1607）1627
1516（1529，1548）1599，1616（1634）1643
1452（1482）1518，王59601620
1453（1482）1517，1597（）1618

av ．± 1 σ

　 ± 2 σ

353± 13
　 ± 27

1486（1494，1503， 1508）1519 ，
1592 （160G ，

1614）1623

1479（1494，1503，1508）1525， 1559（1600， 1614）1630

　六回の 測定結果の 平均値は，
1℃ 年代で 353± 13［BP］で ある．較正 曲線上にお い て ，こ の 350［BP］付近

の
1℃ 年代は，暦年代の 1500［cal 　AD］頃 と 1600〔cal 　AD］頃に相当する．それ ゆえ，較正 後の 年代 も，15

世紀末か ら 17世紀初頭 に わた る範囲を示 して い る．

　 しか し なが ら，木食応其の 生 年は 天文六年 （1537 年）で あ り，し か も，こ の 文書は慶長二 年 （1597

年）七 月十三 日に書か れ た書状の 写 しで ある．

　それ ゆえ ，
こ れ ら の 点 と

14C
年代測定 の 結果 とを考える と ，

こ の 「木食旛其の 書状の 写 し」は ，
16 世

紀末 か ら 17 世紀初頭 の
， 原本が作成され て か らそれ ほ ど時代を経ず して書写 され た も の である と結論

付ける こ とが で きる．
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       This  paper reports  radiocarbon  age  of  an  ancient  document which  is a  copy  ofa  letter

written  by Mokiljiki Ogo (1537-16e8). Basea on  the content  ofthe  letter, it is clear that the original

letter was  writt)en  in AD1596, Although the doeument has a  sender's  name  
"Mokuiilti

 Ogo", an

addressee's  name  and  a  date (July 13), the handwriting is {liiirererrt from that of  other  genuine

letters of  Mokiljiki Ogo, Therefore, the document seems  to be a  copy.  The calibrated  radiocarbon

age  of  the copled  (focument  was  1479'1525, 1559'1630  [cal AD]. The original  letter was  written  in

AD1596  by Mokajiki Ogo  (1537'1608); consequently,  radiocarbon  dating indicated that tbe

document was  written  in the end  of  16th or  the early  17th century.

-231-


